




















































































































































































































































































































文献番号 著　　者 地　　　　　盤 インタラクション ジオテキスタイル
8） 久楽ら（1985） 非線形弾性 GoodmanのJoint要素 平面トラス要素のピン接合
（no　tens量on） （非線形性考慮）
9） 山岡ら（1986） 非線形弾性 Ngoのバネ要素 平面トラスのピン接合
（初期のDuncanモデル） 文献（8）と同様 （非線形性考慮）
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示している。従ってジオテキスタイルを敷設した変形
挙動をJoint要素と軸力のみが作用する平面トラス要
素とからなる有限要素モデルに置き換えることによっ
て解析することが可能であると考えられる。次に，
Fig．11に載荷中心における荷重一沈下量曲線を示す。
補強することにより，沈下が抑制されていることがわ
かる。
　また，無補強については多少の差異はあるが，実測
値，解析値と対応がとれている。一方補強した場合の
実測値，解析値では，最終荷重段階では，よく一致し
ているが，それまでの載荷過程での差異が著るしい。
　これについては，Joint要素のパラメーターの影響
が大きいと考えられる。今後，一番影響すると考えら
れるパラメーター’（Joint要素の厚さ），々。（鉛直剛性）
についてパラメトリックスタディーを行うことにより
解決されると思われる。
7．あとがき
　現時点では地盤材料，ジオテキスタイル，土とジオ
テキスタイルのインタラクションのモデルとして最良
の1つと考えられるモデルを組合せて，模型実験の解
析を試みた。Fig．11にみられる実測値と計算値の差異
は，解析に使用するパラメータの同定を標準圧密試験，
三軸圧縮試験に基づいて行うことにより，かなり改善
されると思われる。織布，不織布，グリッドなどのジ
オテキスタイルが土との複合材料として用いられる以
上は，両者が一体となった場合の試験が必要である。
今後，せん断試験用ボックスを利用して，土とジオテ
キスタイルの摩擦力・粘着力を評価し，複合ジオテキ
スタイルのインタラクションのモデル化，ジオグリッ
ドの曲げ剛性，ジオテキスタイルの端部拘束条件を考
慮したモデルの作成を急ぎたい。
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